
　最近、「アライグマ」が出ているテレビＣＭがある。１月１７日からロード
ショーの日本列島が強力なウィルスに感染して行く映画「感染列島」と、バイ
菌・ウィルスをアルコールジェルで消毒できる「手ピカジェル」のコラボＣＭ
のようだ。以前から「アライグマ」については、気になっていた事柄があった
ので、キャンプ等での、野外料理に衛生的な取扱い【食中毒防止：食中毒の三
分の一は家庭（野外料理含む）で発生している】関係は、別途案内することと
し、今回は見た目はかわいいが、実は気が荒くて恐ろしい「アライグマ」につ
いて掲載する。近年日本各地で「アライグマ」が増えてきている、まさに繁殖
列島だ。

　スカウト畑が狙われている！　アライグマ侵略阻止牛久西部方面部隊長のＭ副長（隊長？
副長？）は、常日頃から牛久市内のアライグマ調査パトロール（単なるドライブや散歩とも言
う）を行って来たが、ついに2008年10月11日土浦市宍塚の里山でアライグマが捕獲され、他にも
姿が確認されているそうだ。お隣の栃木県・千葉県や、県内では古河市・常陸太田市では繁殖と
農作物への被害が出ている。牛久周辺では、荒川沖・つくばで目撃されているようだ。牛久も危
うし！アライグマは1970年代、テレビ・アニメ「あらいぐまラスカル」（77年放映）の人気も
あって年間1500匹以上が輸入され、ペットとして飼われるなどしていた。しかし、飼育も放すこ
とも禁じる特定外来生物に指定された2005年度以降、全国で農作物の食害などの被害が急増し
た。ペットのアライグマが成長して凶暴化したものの、特定外来種のため販売や公的機関による
引き取りができず、こっそり捨てられる例が増加したとみられる。アライグマは知能が高いた
め、被害を受ける農家での防御手段は防除以外は存在しないと言ってよく、また捕食者の地位に
あって食欲旺盛・繁殖力大・天敵不在のアライグマは、日本固有の生態系に致命的な打撃効果を
与える力をもつ。その多くが野生動物の大量死を招く「ジステンパーウイルス」に感染している
ことが指摘され、加えて狂犬病の媒介者となることも懸念されている。



■出身地：北アメリカ　■体長：約５５ｃｍ　■体重：約５～８㌔　■体毛：灰褐色
■特徴：目のまわりから頬にかけて黒い斑紋がある　■シッポ：長くふさふさとし黒
い横縞　■生態：水辺近くの森林に生息し夜行性で、前足を器用に使い、木登りや泳
ぎが得意　■エサ：雑食性、両生類、爬虫類、鳥類の卵、昆虫類、甲殻類、果実、さ
らに畑にあるトウモロコシ等の農作物も食べる　■繁殖：春に４～６頭の子供を生む

耳の縁が白い 白いヒゲが目立つ
眉間の縞

＊１

　＊１：特定外来生物被害防止法とは、特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律、平成16年
（2004年）6月2日法律第78号）とは、外来生物の規制および防除に関する日本の法律である。外来生物法、とも
通称される。日本在来の生物を捕食したり、これらと競合したりして、生態系を損ねたり、人の生命・身体、農
林水産業に被害を与えたりする、あるいはそうするおそれのある外来生物による被害を防止するために、それら
を「特定外来生物」等として指定し、その飼養、栽培、保管、運搬、輸入等について規制を行うとともに、必要
に応じて国や自治体が野外等の外来生物の防除を行うことを定める。タイワンリス・ブラックバス・ブルーギ
ル・カミツキガメなどがこれにあたる。

＊タイワンリス
　牛久大仏リス園にいるリス
牛久近郊では繁殖の確認
はない。

＊ブラックバス
　牛久沼で繁殖中。心無
き釣人により全国に広が
る。　白身の魚で、食べた
ことがあるが、スズキに似
ていておいしい。

＊ブルーギル
　牛久沼で繁殖中。これも心無き
釣人により全国に広がる。イズミダ
イの別名があり、タイの刺身として
売っていたこともある。魚捕りビク
で簡単に捕まえられる。

＊カミツキガメ
　お隣の千葉県印旛沼で繁殖
中。これは子亀で飼ったが大きく
なりすぎて飼育に困り、心無き人
が放したもの。凶暴である。
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